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現代の画家と次世代の人々のために何と広く、有益な分野が開けてきたことか。 （中略） 
手短に言えば、芸術や商業部門にリトグラフィが広範囲で大きく役立っていることが少なくない。 
R. Ackermann 1819 （自訳） 





用している。冒頭で引用した文（アル・アカマンによる 1819 年アロイス・ゼネフェル 
































20 世紀の主要な美術の特色となっている。次に 1860 年代、リトグラフィが日本に初め 
て伝わった初期の事情について考える。その時代日本には世界で一番洗練された多色木 
版画産業があった。さらに私は明治時代に入り込んだリトグラフィの影響も調べ、続い 
て、20 世紀と以降の版画と特にリトグラフィの媒体の状況を調査する。日本で木版画 
の伝統と技法はまだ強く続いており、そして日本の木版技法と木版リトグラフィは製作 
の方法においても共通しているところがあるが、それは意外なことではない。 
日本では数こそ少ないが種々の画家と版画家の集団が木版リトグラフィを利用し製 
作している。これらの画家の木版リトグラフィ版画の例を調査することによって、媒体 
の広範囲における有益性を示したいと思っている。この版画の方法はまだほんの手始め 
の段階であるので、画家と版画家は製作をする時は個々の取り組みをする。 
この論文の２部では、木版リトグラフィに特有の技術に集中する。版画家のため私は 
木版リトグラフィの技術について詳細に記述する。以前に言及したように、木版リトグ
ラフィは多数の技法を持つが凹版、木版とリトグラフィの技法はいかに多く結合の可能 
性があるかわかった。美術版画世界では銅版の起源、２０世紀のシルク・スクリーンの 
起源でも実情ははっきりしない。それに対してリトグラフィの歴史はいつも完全に記録 
された。このように私は美術のリトグラフィについては木版リトグラフィの重要な発展 
の含めて考えることが大切と思っている。
